
地

珠

第

九

笹

節

記

班

宍

O

六

〇

的
の
峯
隙
で
あ
る
｡

唯
､
前
二
者
の
場
合
は
雛
曲
の
際
に
破
挿
し
た
る
滝
の
な
る
ち
.
本
油
刑
の
場
令
は
陸
塊
に
分

離
す
る
場
各
に
破
砕
し
た
る
も
の
ど
余
は
解

し
て
居
る
｡
而
し
て
地
暦
の
状
態
針
詳
細
に
槍
す
る
に
陸
塊
坤
に
於
て

地
層
は
斑
に
撹
曲
さ
れ
盛
に
波
状
を
量
せ
る
智
知
る
｡

本
油
田
慣
域
に
露
出
す
る
地
歴
は
大
部
分
冊
州
暦
及
び
天
徳
寺
暦
の
み
Ll
る
を
以
て
詳
細
な
る
関
係
の
こ
ど
は
知

-
難
き
も
大
磯
､
黒
川
油
田
の
夫
等

空間
蔵
だ
見
て
差
し
支
え
な
い
E
は
ふ
｡
嘱
.
地
下
に
於
け
る
新
銀
色
凝
衣
岩

は
坑
井
の
成
積
よ

-
考
ふ
れ
ば
黒
川
油
刑
よ

-
西
方
に
趣
-
に
捉
ひ
漸
次
装
激
し
行
-
早
-
で
あ
る
｡
其
の
大
磯
の

閥
係
は
第
四
園
の
豊
川
､
鵜
川
爾
油
刑
を
横
断
せ
る
断
面
園
に
示
せ
る
如
き
も
6M
JJ
離
し
て
屠
る
｡
本
油
田
に
於
で

ガ
ン
ユ
サイ
ガ
ン

は
油
層
に
在
る
破
砕
さ
れ
た
る
洗
貿
貫
岩
を

禽

油

砕

盟

ー
俗
に
ザ
ク
ビ
耕
し
て
居
る
｡
比
の
骨
油
揮
岩
な
る
名
箱
は

大
正
六
p
七
年
頃
よ
-
用
ゐ
ら
れ
初
め
た
る
が
､
何
人
の
命
名
に
由
る
も
の
な
る
か
不
明
な
れ
rJM
も
'
本
油
田
の
鋸

床
に
逮
各
せ
る
誠
に
両
白
き
名
租
で
あ
る
｡

摘

録

0
嬉
腐
敗
次

南
滞
洲
の
寒
武
制
空
系
及
奥
陶
系
(耐
油
洲

工
数
連
セ
〝
裟
武

利
磁
軸
及
ビ
塊
附
紀
二
就
き
丁
(鴇
報

)満
洲

教
育

等
日
興
佼
研

究
報
告
第
三
時

式
数
九
八

昭
和
三
年
)

串
柿
は
邪
教
の
大
正
十
三
年
以
水
四
倍
年
間
に
於
げ
ろ
介
州
'
励
磁

滞
盈
太
子
河
三
郎
機
の
納
誰
研
究
の
約
兆
か
窮
め
た
も
の
で
め
ろ
｡
各

囲
域
の
厨
序
及
分
布
は
節
u
1項
の
地
質
各
論
に
於
て
述
べ
て
あ
る
が
'

第
二
萌
の
地
質
拙
論
の

T
･3
A
J
J
･･
に
捕
蝕
す
る
0
鵬
洲
に
於
け
る
原

生
林
は
明
か
な
不
拡
令

(
と
群
坊
は
云
ふ
け
れ
ど
も
各
論
中
に
別
か
な

米
松
の
不
解
合
の
記
都
は

T
つ
も
花
も

共
は
il
i轟

に
述
べ
る
滑
啓

批
前
祝
い+.(
小竹
以
て
不
姑
息
と
す
る
瀦
肴
の
試
論
の
上
か
ら
ま
っ
た
も
の

で
あ
る
)
に
よ
っ
て
上
下
の
二
部
に
分
た
れ
る
｡
脱
盤
外
下
部
は
板
状

縦
･=有
似
非
珊
…包
枚
批
石
氷
山k
及
片
山打
数
か
ら
成
っ
て
始
改
代
の
ル
戚
山村

系
か
不
粘
山谷
に
微
視
す
る
｡
原
生
鼎
上
部
は
大
型
鵬
怨
批
石
次
砦
､
菰

紫
色
耗
封
封
･=石
､
小
鞘
.-5
番

牧
石
故
山村
､
伽
祁色
経
常
双
対
､
泡
次
溶
質



石
次
澱
地
に
桃
貿
片
巾村
､
槌
幣
砂
封
及
枚
放
縦
潜
り
互
厨
で
あ
る
稲
川

厨
か
ら
伐
っ
て
放
る
.
松
川
附
妃
の
脱
盤
外
上
部
は
椛
貿
焼
山が
､
永
饗

砂
-=k
,
釣
魚
迩
椛
･:..C
p
石
A
J･:蒜

独
禁

祈
'
南
山
暦
及
物
悔
深
色
総
状

石
淡
紫
か
ら
成
り
原
生
界
上
部
の

7
苑
州

で
あ
る
O
滋
野

煉
詰
附
虹

で
は
釣
魚
述
桃
山宗

は
舵
に
始
生
代
の
.片
鵬
･=完

不
盤
令
に
船
撹
し
て

併
リ
･
釣
魚
姦
椛
山一加
代
相
次
に
椛
粧
封
(税
石
綻
)
及
南
山
燈
に
よ
っ
て

紫
舟
に
鞭
筏
ru
れ
る
｡
比
等
の
卵
生
鼎
上
部
は
山

西

解
の
推
陀
系
.1
封

止
し
柑
べ
き
i
の
で
あ
ら
う
O

･
田
浦
洲
で
は
他
石
の
上
で
磐
減
刑
瀬
系
と
断
宜
し
得
る
地
層
は
洋
河

･と
太
子
河
と
の
分
水
鰯
以
北
Li
は
幾
珪
し
て
於
な
い
o
(摘
蝕
額
田
-
I

ト
ラ
フ

瀧
支
郷
か
ら
朝
鮮
に
及
ぶ
･:36武
刑
並
悔
地

,;

の
敗
退
で
は
血
物
の
後
背

が
良
-
な
か
つ
た
と
関心
へ
石
か
ら
北
北
田
ガ
の
北
石
の
な
い
と
さ
れ
る

地
方
か
ら
も
雄
蕊
し
て
粍
究
す
れ
ば
貧
弱
な
が
ら
も
袈
武
利
雄
紀
の
倣

石
が
狂
風
ruれ
為
で
あ
ら
う
)｡
非
以
岡
に
放
て
姦

武
刑
出
番
及
塊
陶
系

の
貌
建
ぜ
ろ
地
域
軸
大
船
大
子

河
､
物
柘
桝
､
及
企
州
の
三
国
域
と
す

為
｡
比
内
太
子
河
朽
蛾
は
悲
陶
か
ら
米
子
河
み
抑
つ
て
'
瑚
舷
に
写
る

大
手
河
耐
梓
地
域
み
包
紙
L
p
蜘
佃
開
拓
域
は
復
州
､
長
卿
i
P
.
余
家

城
千
特
払
含
み
'
余
州
隅
城
は
三
十
糾
.聖

企
州
及
靖
家
溝
韓
み
包
含

す
る
｡
而
し
て
三
隅
城
と
も
袈
武
刑
E=:系
は
上
中
下
各
府
が
全

部

孜
治

し
て
何

ろ
O

T
.5
進
武
刑
部
糸
は
紙
柵
し
て
下
方
か
ら
'
中
制
約
令
状

16
放
射
.
炎
色
糾
=川
部
石
次
射
､
如
紫
色
許
山村
珊
石
氷
川ポ
及
食
餌
伸
赤

紫
色
京
山fnIな
る
好
け
心
有
っ
て
肘
る
｡
比
の
内
政
下
滞
り
申
科
料
布
状

前
祝
=JG
及
放
色
納
品
.rS
石
放
=JG
は
捌
相
田
区
域
の
み
に
敬
粘
し
て

居
､

偲
州
郎
蛾
渡
波
｡i
p
畑
誓

中
心
姦
牛
で
は
滋
紫
色
双
対
gF
石
整

相
が

嫡

錐

乾
に
岡
山
府
か
礁
湖
し
､
本
演
軸
力
河
で
は
此
の
新
府
が
舵
蛙
的
地
代

の
片
腕
岩
み
不
鵜
舟
に
撃

っ
て
於
あ
｡

中
部
塞
武
利
距
系
は
勅
淑
開
院
蛾
で
下
方
か
ら
紙
状
石
衣
山方
､
鼎
次

色
相
状
宮

村
,
瓦
岩
谷
爽
む
投
色
石
A
J軍

規
色
収
批
前
祝
=群
.
紙
状

石
整

ポ
･
泥
整

石
質
杖
状
石
浩
等

る
暦
序
私
有
す
る
O
釣
る
に
企
州

区
域
で
は
金
雌
と
し
て
淡
紫
色
京
岩
が
多
-
p
又
太
子
河
Ti区
域
で
は
主

と
し
て
緬
状
石
淡
紫
か
ら
成
る
｡

上
部
窺
武
利
並
系
は
中
部
及
下
部
に
比
し
艶
達
貧
弱
で
あ
る
O
樹
海

潤
院
域
で
は
下
方
か
ら
,
片
批
石
衣
岩
と
枚
禁

次
山芋

の
宜
噂

鵬

･･.､.
･
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･
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出
批
石
整

寄

る
暦
拝
み
有
す
る
O
比
等
の
山で藤
中

企
州
隈
域
で
は
叔

下
部
の
片
批
石
衣
･=k
と
板
状
石
衣
苧

J
の
克
暦
の
み

が
'
大
子
河
馬
域

で
は
敢
上
部
に
近
い
沌
#
･:布
教
枕
批
石
衣
栄
及
脱
出
牧
石
警

笛

み
が

登
治
し
て
伊
る
｡

.
塊
陶
系
は
太
子
河
及
樹
粘
傑
耐
院
城
で
共
修
け
が
大
粒
朔
似
し
居
り

下
方
か
ら
,
放
火
塑
納
塔
状
石
淡
紫
･
摘
出
批
石
放
射

(絶
埜

あ

こ

-:蒜

は
上
部
袈
武
刑
蕊
系
だ
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
前
額
か
ら
米

子
河
区
域
で
奥
陶
紐
の
ア
ク
チ
ノ
七
ラ
ス
私
放
血
L
tJJ
拠
陶
系
の
鵜
底

･･･:
.･
:.･L･,.･･
/

∴

;
;･‥
.日
石
･:I/
::
二

･-
2い
-ト

∵
T･-
.･1:I.
･=
小
J=･I:･･-t
･=

整
:I.芸

上
部
槻
舵
石
衣
岩
な
る
暦
序
み
布
す
る
｡
押
し
て
灼
宅
対
質
石

奮
㌫

下
の
地
府
は
下
部
喚
剛
紀
に
威
し
'
下
部

板
状
不
整

昔

明
か

に
ピ
ー
ク
ニ

タ
ウ
ン
に
対

比
す
べ
JO
も
の
で
あ
る
.
叉
上
部
粒
状
石

放
射

は
北
米

の
中
部

塊
陶
紀
に
屈
す
甚
ブ
ラ
ッ
ク
‥

バ
ー
に
対
比
し

狩
る
も
の
で
･
清
洲
で
は
北
東
瓜
と
呼
L
-
上
部
喚
陶
系
は
現
存
し
な

三
人

一

六

一



地

球

節
九
奄

い

(地
質
各
論
に
入
る
に
頻
だ
ち
鑑
定
L
柑
た
る
下
部
薮
洗
剤
缶
紀
以

上
中
部
塊
陶
紐
に
玉
る
化
石
未
払
掲
げ
て
あ
る
.
TIL.(の
中
に
は
多
-
の

新
郷
が
命
名
さ
れ
て
あ
る
P
以
下
各
論
中
の
窄
し
い
馳
ね
指
摘
す
る
)
0

(
静
序
論
は
主
と
し
て
労
資
に
依
り
.
粘
状
階
弼
相
中
に
は
耶
名
払
附

I
)
て
あ
る
が
'
各
地
な
鵡
C
Ll僻
の
総
括
私
行
つ
て
な
い
の
ほ
的
足
ら

ぬ
鮒
で
あ
る
O
獅
新
し
い
の
ほ
蛇
に
和
地
珊
率
土
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ

た
野
地
布
も
用
ひ
て
尉
誓

)と
で
あ
る
O
下
郡
塞
洗
剤
証
系
の
叔
上
故

に
氷
る
箪
登
q

.紫野
砂
山宍
F
1rag
)は
射
封

か
ら
も
其

P
Ey
rh
op
a
ril

im
p
G
r
か
含
む
即
か
ら
も
容
易
に

叫
冊
か
作
る
JJと
が
山

氷
る
に
も
係

ら
ず
､
釣
か
-
本
瑛
糊
､
中
心
姦
地
方

に
於
て
下
部
盤
武
利
朗
系
が
t

P
tJ･ch
op
a
ria
u
TZj)a
r.
R
ed.
-ich
ia
ch
tn
en
s1.S.
R
ed
iTLph
ia
n

o
bilis
の

三
肝

に
分

づ
べ
き
祝
祭
か

稗
穴

に
も
係
ら
ず
之

か

速

尉
地
方

及
介
家
城

子
に
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
は
出
憾
千
鵜
で
あ
る
｡
焚
際
に
於
て
近
似
の

東
方
大
河
寺
の
釆
に
は
プ
チ
コ
バ
リ
ア
血
イ
ン
パ
ー
ル
雅
が
め
り
'
田

方
に
は
レ
ド
リ
キ
ア
｡
チ
ネ
ジ
y
T(
肝
が

め
り

'

南
淡
Li
は
レ
ド
i
キ

ア
匂
ノ
ビ
-
ス
輝
が
あ
り
'
金

家
城
子
に
於
て
も
亦
立
次
な
プ
チ
コ
バ

リ
ア

｡
イ
ノ
バ
ー
ル
畔
が
あ
る

こ
と
は
班
に
知
ら
れ
て
居
る
O
恐
-
著

省
は
栄
僧
,S

聯

北
す
る
枚
な
地
質
謝
盗
み
･i=兎

す
る
時
私
有
せ
ず
し
て

た
i･
他
和
み
塊
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
も
見
え
る
｡
)

(各
論
中
位
も
暫
し
い
の
ほ
本
演
伽
'
中
心

f:TF
地
方
の
記
城
で
､
比
の

地
方
の
溢
武
利
mm系
及
蝿
陶
系
.1
つ
い
て
は
碓
氷
教
或
ぜ
ら
れ
た
-
め

か
な
か
っ
た
)
｡
下
部
怒
武
剃
.F..j系
の
鎌
紫
色
封
対
質
ポ
次
岩
は
本
撰
湖

牛
心
砧
地
方
に
於
て
峠
に
は
柿
粥
附
近
日
要
務
の
断
…椛
又
ほ
臥
軸
の
谷

r1

於
げ
ろ
株
.1
脚
:_
肝
の
上
,1
研
げ
リ
､
兜
に
小
心
小:yL北
カ
､
直
根
底

第

五

班

克

17

六
二

附
妃
の
阿
…
排
に
於
げ
ろ
疎
,1
硯
石
班
の
砿
上
Li
P
或
は
粥
,S｡)
淋
苑
地
に

G
rけ
る
株
に
釣
塾

妃
松
山k
府
止
に
衆
リ
､
迎
し
与
に
至
っ
て
は
本
演
湖

北
カ
に
放
け
る
株
に
拭
蛙
的
姓
代
の
片
禦
.1.g
上
71
飛
リ
'
明
か
に
下
部

寂
光
剃
粥
系
兆
底
に
放
け
る
不
拡
身
空

が
し
て
居
る
O
火
迎
罪
の
北
方

な
る
中
部
袈
武
利
加
宗
の
紙
状
市
政
｡...6
,1
介
准
す
る
整

即
色
汲
水
紫
色

東
山村
中
に
咋

O
b
o
tu
s
sh
a
7ISlteTtsis,
L

ingu
ella
"
:a
rcia
J
A
-

zh
e･Te

m
a
tth
ew
tt
cry
x,
A
f;O
m
O
Ca
re
eP
h
o
ri,A
n
o
･T.･O
Ca
rella
ch
ij;el:efiJ,

jb
ajZh
iscu
s
wa
lc
oILin
o
v
.
sp
.
T
LL望
ia
sp.
鞍
み
醗

ず

る

0
就
小

T
u
:o
ii
と
さ
れ
る
も
の
は

E
見
放
糾

C

CP
hala
sp
is
に
似
て
i
=
る
那

班

は
叩
州災
剃
tP
の
渋
㈲
軌
に
屈
す
る
O
I
,Q
屈
は
硯
衣
ま
で
ア
メ
リ
カ

に
少
-
JJ
-
五
和
あ
る
が
未
だ
何
れ
-
敬
袈
さ
れ
て
ゐ
な
い
｡
火
迎
非

に
於
て
､
此
辞
の
他
石
谷
出
す
rFq
封
ほ
p
他
石
よ
り
見
る
も
紫
斑
よ
り

見
る
ip
班
衣
の
南
光
な
る
珊
十

伽
に
あ
る
茶
渋
と
同
厨

鞘
の
も
の
で
､

こ
の
厨
準
は
中
部
裟
武
剃
茄
系
の
下
部
に
放
し
､
鞘
洲
の
中
部
奴
武
剃

.F.d
系
中
日.S
も
完
全
な
化
石
み
£
-
出
す
も
の
で
あ
る
0

本
演
捌
'
牛
心
諾
地
方
の
下
部
鞄
的
系
郷
に
下
部
枕
放
石
衣
岩
に
は

A
TL･h
a
eo
c3a
lh
u
s

ch
ilte7fSe

等
の
珊
瑚
'

腕
足
介
t

M
a
cJIErea
,

R
ap
hI.stO,VZa,
0
3'h
ileta
年
の
殿
風
軸
､
A
ciin
o
cera
s
rlcL
thojeni

等
の
孤
足
利
み
多
-
歳
L
t
泣
四
石
川
奨
旗

日
.1

於
げ
ろ
と･TT
林
学
石
衣

I:lG
と
同

丁
厨
畔
に
然
る
0
中
部
蝿
的
系
は
上
部
杖
状
石
衣
山村
僚
の
み
で

多
-
の
場
令
下
部
風
陶
紀
の
日
射
叫紫
野
ポ
淡
紫
止
Li
黙
食
に
拭
ほ
ろ
も

本
瑛
湖
方
甲
り
大
盤
の
谷
な
ど
で
は
関
宿
の
間
に
発
向
傾
斜
各
処
に
す

る
鹿
が
む
つ
y
不
救
命
な
る
部
分
-
あ
る
｡

本
%T揃
の
節
凹
功
は

｢
グ
-
プ
ー

タ
ー

ン
ノ
成
因
及
ビ
其
ノ
層
位
敬
的
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鶴

こ
就
キ
テ
L
-
越
し
て
ク
-
プ
ト
グ
ォ
ン

の
地
物
蛾
何
社､
放
し
氾

土
の
大
気
中
に
助
け
ろ
乾
固
に
際
し
て
生
じ
た

ろ
加
叩将
成
糊
か
散
-
0

其
間
接
と
し
て
鞠
げ
ろ
断
わ
摘
記
す
る
に
､
筋

E
に
渦
令
状
石
衣
山村
の

邦
iI
約
七
十
枚
私
検
鍍
せ
る
も

1
も
出
物
の
出
骸
と
詑
む
べ
rb
も
の
み

教
兄
L
bT･S
い
｡
解
二
に
大
子
河
畔
の
砂
上
に
あ
る
泥
の
軸
皮
に
同
心
拙

秋
の
棋
柾
谷
認
め
て
現
に
か
ゝ
る
柵
法
が
天
日
の
下
に
水
分
の
吋放
牧
に

伸
ほ
れ
て
虫
成
し
つ
1
あ
る
,
J
と
私
知
り
た
る
=
と
.
節
三
に
太
子
河

畔
の
沙
攻
と
云
ふ
虚
で

t

T
虎
夫
が
水
で
担
ね
て
盛
り
上
げ
た
土
の
牛

ば
乾
い
た
物
が
Hi
謝
状
構
法
私
有
す
る
国
球
と
な
り
､

7
月
ク
リ
プ
･L

.h
オ
ン
に
勅
す
る
状
態
に
あ
る
の
私
見
Li
J
Jと
で
あ
る
.
如
し
粥
瀞
は

自
ら
か
1
る
玉
教
舵
剛
球
和
紙叱
り
出
さ
ん
と
試
み
た
が
失
敗
に
終
っ
た

そ
れ
で
的

令
状
石
放
射
の
成
問
か
想
像
す
る
と
か
う
な
る
｡
淋
底
に
沈

桁
し
た
石
衣
粘
土
の
厨
が
鵬
水
の
追
行
に
よ
っ
て
脚
河
上
に
描
出
す
る

株
に
な
る
と
､
日
光
の
結
め
に
盛
ん
に
英
数
作
用
み
受
け
､
和
め
ば
平

田
的
に
弛
ん
だ
同
心
州
の
糊
棟
が
柑
氷
る
.

7
且
か
1
る
和
枝
が
出
氷

る
と
北
ハ細
粒
と
純
株
と
の
問
に
は
裂
隙
が
山
水
､

J
,の
.
裂
隙
加
地
じ
て

市

次
土の
内
部
か
ら
盛
に
恭
敬
作
用
が
起
る
こ
と
ゝ
な
る
｡
さ
う
す
る

-
初
め
中
田
に
山
水
た
時
計
皿
の
枕
な
約
枚
･L
平
行

に
下
方
に
も
悶

丁

物
が
;11
祇
'
攻
節
に
此
方
法
が
眺
め
は
達
に
は
多
く
の
朔
い
皿
私
魂
れ

il批
If:D心と
な
り
'
今
日
の
桝
谷
状
石
祝
･:打
が
山
氷
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡

禍
怨
肋
石
淡
紫
が
北
し
て
か
1
る
成
田
に
ょ
つ
て
出
狐
た
も
の
と
す

れ
ば
陥
底
に
あ
っ
た
石
次
土
肘
が

7
且
陣
地
と
な
り
太
陽
の
光
に
粧
抜

曝
解
せ
ら
れ
れ
ば
写
り
ぬ
｡
故
.1
此
の
見
地
か
ら
満
州
に
臆
-
分
和
し

て
放
る
渦
令
状
石
衣
･:..<
払
以
て
不
恭
舟
の
諭
城
と
な
し
た
o
耐
L
tJ
大

柿

仏

州
印.-3
傘
仙
肌
.TT-
七
八山村
ハ的
塔
の
長
軸
小机
従
.八
⊥T
カ
:nrfi
二
常
州
川
∵
仲
以
て
原
始
小

堺
上
部
の
拡
底
と
し
､
中
型
料
怨
批
石
次
山.机
を
以
て
袈
鴎
刑
E=:系
の
誠

氏
-
し
､
叔
後
に
叔
大
型
渦
巻
批
石
次
岩
谷
以
て
拠
榊
系
の
非
匿
と
な

す
の
批
山
あ
る
こ
と
私
認
め
た
D
(智
潜
の
主
朗
す
る
所
在
是
認
す
れ
ば

隣
田
に
石
衣
土
が
出
た
と
す
れ
ば

暦
拝
畢
的
に
渦
怨
状
石
氷
岩
1

1
地

既
時
代
の
叔
上
暦
低
と
な
す
こ
と
が
地
常

と
も
考

へ
ら
れ
る
｡
鞄
は
〃

-
プ
ト
オ
ダ
リ
に
関
す
る
参
考
番
と
し
て
封
額
の
挙
げ
た
i
の
は
非
だ

発
射
で
あ

っ
て
､
寧
ろ
潜
省
側
私
代
来
し
て
ゐ
る
ホ
ル
テ
ダ
ー
か
や
ロ

ー
ト
プ

レ
ク
･-h
私
夢
ぐ
べ
き
で
あ
る
｡
田
に
云
ふ
､
朝
鮮
原
虫
鼎
の
中

に
あ
る
ク
-
プ
ト
ダ
ー
シ
の
暦
準
は
厚
さ
石
炭
岩
望
的
中
に
あ
っ
て
其

の
上
下
に
末
だ
不
盤
合
の
懲
城
み

I
も
認
め
な
い
.
不
鵜
舟
盤
令
の
問

題
か
離
れ
て
山村
髭
に
ょ
る
暦
序
耽
先
に
は
グ
2
･プ
ト
ゲ
オ
ソ
み

T
つ
の

梓
準
に
す
る
に
足
り
る
､-

は
明
か
で
'
本
揃
で
娘
訳

さ
れ
る
桝
も
こ

の
恐
煉
LL
総
和
す
れ
ば
'
約
番
批
石
淡
紫
の
成
田
散
在

7
時
供
倒
し
て

紀
い
て
-
厨
序
散
光
上
に
役
克
つ
と
考

へ
る
)0

節
五
胡
は
｢奥
陶
細
以
前

二
於
か
〃
河
浦
洲
ノ
地
仙似
巡
勤

二
耽
キ
テ
L

と
越
し
新
帝
の
火
親
船
#.
い
て
ゐ
ろ
0

大
祝
で
あ
る
故
未
だ
材
料
の
典

は
ぬ
も
の
や
考
察
の
微
成
し
て
ゐ
ぬ
粗
も
革

rL
る
O
か
1
る
大
軌
は
も

つ
と
四
川
の
材
料
が
供
さ
れ
て
か
ら
･1･4
め
ら
れ
た
カ
が
軸
雛
だ
と
考

(

ら
れ
る
｡
た
5二

つ
下
部
袈
武
利
改
暦
の
蘇
紫
色

(
寧
ろ
赤
チ
ヨ
Tl
レ

ー
ト
包
)
な
の
は
隣
地
の
上
昇
と
鵬
水
の
減
退
と
に
伴
っ
て
大
似
熟
に

32J
射
せ
ら
れ
'
同
時
に
托
放
し
た
錦
範
に
曝
錨
せ
ら
れ
L
lが
鴇
め
Li
､

髄
北
作
用
が
堀
烈
に
行
ほ
れ
た
iI
困
る
と
rUれ
て
ゐ
為
.

f
舷
の
就
色

山方
和
代
か
1
品
詑
肌
私
刑
へ
ら
心
ろ
の
が
常
で
は
あ
る
が
'
他
界
約
に

末法

六
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地

球

飾

九

懲

同
じ
色
取
材
す
る
下
部
裟
武
利
綿
糸
の
淋
包
岩
殊
に
赤
紫
色
‥爪
砦
に
卸

し
て
ほ
非
常
時
の
相
が
満
仲
に
鴇
ん
で
ゐ
Li籍
で
は
な
い
か
-
い

ふ
純

銀
額
の
杵
諭
で
あ
る
.
倣
鼎
到
る
鹿
今
で
は
雌
糾
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
下

郎
裟
武
刑
部
系
の
赤
色
貫
岩
中
に
は
鵬
伸
助
の
小
銃
妹
が
あ
る
｡)

嬰
す
る
に
本
流
は
満
洲
に
tLrけ
る
耕
し
い
府
序
挙
､
甘
公
物
単
研
究

の
牧
夫
で
あ
っ
て
､
潜
入
は
紫
瀞
の
精
姓
が
拭
-
且
つ
蹟
-
叫且
つ
て
凍

並
の
甘
期
甘
故
鼎
の
員
の
関
朋
私
大
成
せ
ら
れ
る
の
lLe
望
ん
で
止
ま
な

い
吹
節
で
あ
る
｡
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新
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紹

骨

篭

,■○
量

Yllll

g豊
-○さ<]
AroA

O
地
球
の
内
部
に

関
す

る
今
日
の
知
独

放
出
拡
範
著

四
六
版
四

〇
茶

昭

和
三
年
三
月

米
末
古
今

等

院

敬
行

先
倍
三
十
鋤

骨
今
朝
院
地
孤
掛
パ
ン
フ

レ
ク
ト
の

J
つ
と
し
て
粕
淵
な
耽
読
靴
で

公
に
さ
れ
た
不
詳
は
新

潜

が

大
正
十
五
年
に
山ぷ
邦
の
中
外
日
報
と
い
ふ

論
敵
新
例
の
銭
め
に
執
筆
さ
れ
た
批
和
に
什
叫
ん
だ
､
地
球
内
部
の
状
態

の
組
把
で
あ
る
｡
串
私
分
つ
こ
と
六
､

科
邸
的
研
究
の
慣
悦
に
放
て
'

科
挙
的
佃
光
は
I
の
倍
念
で
め
っ
て
カ
羽
い
も
の
で
な
い
こ
と
み
撒
か

れ
､
称
で
地
拭
内
部
の
.脱
皮
に
闘
す
る
雑
米
松
挙
げ
て
内
部
が
火
雌
ど

切
舵
い
の
.総
皮
か
祈
っ
て
ゐ
る
か
み
作
ら
し
め
て
居
る
｡
次
げ
地
球
内

部
の
相
成
が
如
何
に
分
布
さ
れ
て
肘
ろ
か
か
か
L
t
地
城
の
駁
さ
.1
超

人
づ
Y
非
の
伺
い
‥
-
和
歌
明
し
､
地
道
の
現
状
と
L
Y
滋
外
部
な
滞

鐸
五
紙

宍

四

六
四

に
於
て
地
殻
均
術
数
の
数
ふ
る
枚
に
釣
令
の
放
題
に
な
っ
て
摺
る
と
い

ふ
筋
は
兜
に
怒
峡
の
拭
い
所
で
あ
り
ま
し

て
､
地
殻
が
依
り
励
弧
に
蹴

枕
を
続
け
ず
し
て
'
僅
か
で
-
釣
合
の
取
れ
ぬ
状
態
が
払
っ
て
氷
る
と

間
も
な
-
之
和
訓
解
し
て
'
均
柑
粧
態
に
砿
し
て
紀
-
や
う
に
な
っ
て

居
る
の
で
あ
り
ま
す
L
と
新
着
の
均
和
歌
'1
封
す
る
ム
ー
ド
和
夫
現
し

て
射
る
O
叔
校
の
車
代

地
政
は
冷
測
ず
る
か
と
越
し
て
ゥ
ラ
こ
ウ
i
の

め
る
以
1
i哲
哉
は
地
球
の
称
却
な
変
ふ
為
に
革
b
す
し
て
地

域

の
氾

姥

も
軸
眼
に
桁
-
と
舵
冷
し
て
あ
る
D
地
殻
搾
曲
に
つ
い
て
命
題
は
駆
げ

あ
る
が
共
の
冷
却
以
外
の
招
因
に
つ
い
て
は
trLa
い
て
な
い
の
は
多
分
地

質
串
の
方
に
簸
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
｡
多
分
本
筋
は
邪
教
骨
心
の
部
越

で
あ
ら
う
と
忍
ば
れ
る
-
の
で
菅
人

は

本
沓
私
事
に
L
侭
堺
盤
触
た
る

迎
絵
か
戟
か
れ
て
二
三
十
分
峠
の
関
に
地
練
物
批
塔
の
拳
闘
を
氾
洛
す

る
J
Jと
が
出
氷
る
の
で
あ
る
｡
韻
船
も
少
-
て
八
つ
か
九
つ
に
過
ぎ
な

い
の
は
愉
快
で
あ
る
.
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部
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事
情

東
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閥
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昭
和
三
年
二
月
丁目
数
行

爾
舗
洲
鋪
道
撒

式
骨
此

本
番
は
簡
満
城
逆
調
誰
孤
の
給
餌
資
料
と
し
て
の
解
十
四
解
解
二
舵

と
し
て
公
刺
さ
れ
た
も
の
で
'
放
題
の
如
-
吉
林
省
水
部
､
間
島
､
弼

辞
'
及
故
隼

餌
趣
､
藩

灘
.
鮮
安
､
安
樹
の
各
餅
の
地
誌
な
し
る
し

躍
発
布
評
逃
し
､
捗
件
朝
鮮
人
の
状
況
私
刑
.1
し
た
も
の
で
あ
る
｡
胎

給
と
し
て
日
本
糊
の
野
梓
'1
位
す
る
:
の
地
力
が
､
背
骨
鋤
砥
耳
油
の

嫉
み
想
托
し
.,J
､
‥
の
地
域
に
散
在
す
る
朝
鮮
人
間
･ETB
岬
決
の
必
琴
を


